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近年，東日本大震災をはじめとした災害が猛威を振るっている．それらの災害の犠牲者

のうち高齢者の占める割合が大きい	(牛山ら.	2011),	高齢化は年々進んでおり，20 年

後には更に進行している．災害大国である日本において，この問題の対策は急務といえ

る．そこで私たちは，スマートグラスを活用した災害対策を提案する．スマートグラス

を選んだ理由は情報をシンプルに表示できる点にある．スマートグラスは身につけた人

の視覚に，情報を直接送ることが可能であるので，難しい判断を必要としない

(Sugawara	et	al.2018)．そのため，高齢者でも難なく利用することができると考えた．	

利用例として，避難誘導を挙げる．最寄りの避難所への避難経路をスマートグラス上に

表示することで，避難にかかる時間を削減することが出来る．このようにスマートグラ

スを用いて分かり易く情報を送ることにより，高齢者の被害を抑止できるものと期待さ

れる．	

	

	

(学習マネジメント,担当教員：宮崎真)
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